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公益㈈団法人 䝬䝒䝎㈈団 

 

䝬䝒䝎㈈団 2017 ᖺ度䛾研究助成䜢決定 

䠉 䝃䝇䝔䜲䝘䝤䝹䛷心豊䛛䛺社会䜢目指䛧䛶 
科学ᢏ術䛾振興䛸青少ᖺ䛾健全育成䛻関䛩䜛研究 37 件䜢助成 䠉 

 
公益㈈団法人䝬䝒䝎㈈団䠄理஦長 金井誠太䠅䛿䚸2017 ᖺ度䛾研究助成䜢決定䛧䜎䛧た䚹 

 
今ᖺ度䛿䚸全国䛾大学･研究機関䛺䛹䛛䜙 436 件䛾応募䛜あ䜚䚸そ䛾中䛛䜙䛂科学ᢏ術振興関係䛃䛸䛧䛶 

31 件䛻助成金㢠 3,300 ୓෇䜢䚸䜎た䛂青少ᖺ健全育成関係䛃䛸䛧䛶 6 件䛻助成金㢠 400 ୓෇䛾研究助成䜢

決定䛧䜎䛧た䚹ྜ計䛷䛿䚸37 件䚸総㢠 3,700 ୓෇䛸䛺䜚䜎䛩䚹 
䛺䛚䚸科学ᢏ術振興関係䛾助成対象䛾中䛛䜙䚸若手研究者䜢主た䜛対象䛸䛧䚸選考委員会䛜特䛻優䜜た

研究䛷あ䜛䛸䜏䛺䛧た 4 件䛾研究䛻対䛧䚸䛂䝬䝒䝎研究助成奨励賞䠄科学ᢏ術振興関係䠅䛃䜢授୚䛧䚸副賞䛸䛧

䛶研究助成金 50 ୓෇䜢各々追加助成䛧䜎䛩䚹 
 

今ᖺ度䛾研究助成䛿次䛾通䜚䛷䛩䚹 
 

1. 科学ᢏ術振興関係䛾研究助成䛿䚸科学ᢏ術䛾発展䛻寄୚䛩䜛優䜜た 31 件䛾研究䛻決定䛧䜎䛧た䚹助

成金㢠䛿 3䠈300 ୓෇䛷䛩䚹䝬䝒䝎㈈団䛷䛿ᚑ来䛛䜙䚸次世代䜢担う若手研究者䛚䜘䜃未来䜢䜂䜙く

芽䛸䛺䜛萌芽的研究䜢優ඛ䛧䛶助成䜢行䛳䛶䛚䜚䚸今回䛾全᥇択件数䛻占䜑䜛 35 歳以ୗ䛾若手

研究者へ䛾助成割ྜ䛿䚸68％䠄40 歳以ୗ䛷䛿 87%䠅䛸䛺䜚䜎䛧た䚹 
䛂ᚠ環䞉省資源䛻㈉献䛩䜛研究䛃䛷䛿䚸䛂自励振動䝠䞊䝖䝟䜲䝥䛻䛚け䜛液柱往᚟振動䛻伴い流路

ෆ䛻形成さ䜜䜛液膜䛻関䛩䜛研究䛃䠄神奈ᕝ大学䠅䚸䛂鎖䛾撚䜚あわせ䛻䜘䜚可逆䛻剛直性䛜変໬

䛩䜛機能性䝘䝜䝅䞊䝖䛾開発䛃䠄筑波大学䠅䛺䛹䚸エ䝛䝹䜼䞊䜔物質䛾ᚠ環䞉省資源䚸新䛧い価値䛾

創造䛺䛹䜢通䛨䚸䝃䝇䝔䜲䝘䝤䝹䛺社会䛻㈉献䛩䜛 12 件䛜選ば䜜䜎䛧た䚹䜎た䚸䛂䝬䝒䝎研究助成

奨励賞䛃䛷䛿䚸既存ᢏ術䛾延長䛷䛺い革新的䛺研究䛸䛧䛶䛂䝣䝺䜻䝅䝤䝹基ᯈୖ䛷䛾高機能䝕䝞䜲

䝇実現䛻向けたప温䝥䝻䝉䝇ᢏ術䛾開発䛃䠄広島商船高等専門学校䠅䛺䛹䛜選ば䜜䛶い䜎䛩䚹 
 
2. 青少ᖺ健全育成䛾研究助成䛷䛿䚸助成 6 件䚸助成金㢠䛿 400 ୓෇䛷䛩䚹青少ᖺ䛾健全育成䛻䛛

䛛わ䜛実践的䛺研究䛾中䛷䜒特䛻社会的必要度䚸要請度䛾高い䛸認䜑䜙䜜䜛研究䜢䚸助成対象䛸

䛧䛶い䜎䛩䚹 
今回䛿䚸䛂東日本大震災ᚋ䛾被災地䛻䛚け䜛子䛹䜒䛾心身状態䛻関䛩䜛研究䛃䠄東໭福祉大学䠅䜔䚸

䛂被災䛧た㞀害児䛸そ䛾家族䛾支援䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾養成䛾た䜑䛾䝥䝻䜾䝷䝮開発䛾研究䛃䠄鹿児島

大学䠅䛷䛿䚸被災地䛻䛚け䜛中長期䛻わた䜛子䛹䜒䛾心䛾䜿䜰䜔䚸被災䛧た㞀害児䛸そ䛾家族䛾

支援䛻関わ䜛䝪䝷ン䝔䜱䜰養成䛾䝥䝻䜾䝷䝮構築䜢進䜑䜛䛺䛹䚸現ᅾ䛾社会的課㢟䜢踏䜎え䛴䛴䚸

誰䜒䛜心豊䛛䛻生䛝䜛こ䛸䛾䛷䛝䜛社会䜢実現䛩䜛た䜑䛾多様䛺研究䛜選ば䜜䛶い䜎䛩䚹 
 

䛺䛚䚸2018 ᖺ度青少ᖺ健全育成䛾た䜑䛾市民活動支援䛻䛴い䛶䛿䚸10 ᭶䛛䜙広島䚸山ཱྀ両県䛷募集䜢

開始䛧䜎䛩䚹 
 

䝬䝒䝎㈈団䛿䚸科学ᢏ術䛾振興䛸青少ᖺ健全育成䛾た䜑䛾助成䛺䛹䜢行うこ䛸䛻䜘䜚䚸世界䛾人々䛜共

䛻繁ᰤ䜢ாཷ䛧䚸心豊䛛䛻生䛝䜛こ䛸䛾䛷䛝䜛社会䛵く䜚䛻寄୚䛩䜛こ䛸䜢目的䛸䛧䛶䚸1984 ᖺ䛻発足䛧䜎䛧

た䚹こ䜜䜎䛷䛾助成実績䛿今回䜢含䜑ྜ計 2,124 件䚸16 億 8,009 ୓෇䛸䛺䜚䜎䛧た䚹 

今ᚋ一層䚸公益㈈団法人䛸䛧䛶䛾使命䜢果た䛧䚸社会䛾䛚役䛻立䛶䜛䜘う䚸䝬䝒䝎㈈団䛿こ䜜䛛䜙䜒更䛺

䜛社会㈉献䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䜎い䜚䜎䛩䚹 

以 ୖ 
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䛆科学ᢏ術振興関係䛇 
助成金㢠䛿一ᚊ 100 ୓෇䚹但䛧䚸䛂䝬䝒䝎研究助成奨励賞䛃䛻選出さ䜜た䜒䛾䛿䚸50 ୓෇䛾追加助成䚹 

印䛿ᚠ環･省資源䛻係わ䜛研究    印䛿䛂䝬䝒䝎研究助成奨励賞䛃対象者 

地域 研 究 㢟 目  
ᚠ環/省資

源䠖  
研 究 代 表 者  

助成金㢠

䠄୓෇䠅 

໭海道 
半ᑟ体䝘䝜粒子䛾୕次元集ྜ構造制御䛻

䜘䜛新規人工ගྜ成䝰䝕䝹䛾構築 
 石

䜲䝅

⏣
䝎

 洋
䝶ウ

ᖹ
䝦䜲

 
໭海道大学 大学院工学研究院助教 

100 

宮城県 
ග帰還注入ྠ期半ᑟ体䝺䞊䝄群䜢用いた

高 S/N ග周波数䝁䝮発生法䛾研究  
横
䝶䝁

⏣
䝍

 信
䝜䝤

英
䝠䝕

 
東໭大学 電気通信研究所助教 

100 

宮城県 
酸໬物䛾電界物性制御䛸୙揮発性䝘䝜䝕

䝞䜲䝇へ䛾応用䛻関䛩䜛研究  
藤
䝣䝆

原
ワ䝷

 宏
䝁ウ

ᖹ
䝦䜲

 
東໭大学 金属ᮦ料研究所講師 

100 

秋⏣県 
䝅䜽䝻䜰䝹䜹ン䜢選択的䛻認識䛩䜛䝏䝱䝛

䝹構造䜢᭷䛩䜛䝏䜰䜹䝸䝑䜽䝇䜰䝺䞊ン᭷

機結晶䛾創製 
 山

䝲䝬

⏣
䝎

 学
䝬䝘䝤

 
秋⏣大学 大学院理工学研究科講師 

100 

茨城県 
鎖䛾撚䜚あわせ䛻䜘䜚可逆䛻剛直性䛜変

໬䛩䜛機能性䝘䝜䝅䞊䝖䛾開発 
 ᯇ

䝬䝒

岡
䜸䜹

 亮
䝸䝵ウ

太
䝍

 
筑波大学 数理物質系助教 

150 

ᰣ木県 
ᖺ齢䜔使用言語䛻影響䜢ཷけ䛺い非言語

的䛺性格検査䛾実現䛻向けた䝠䝖䛾動作

䛸性格䛾関係性䛻関䛩䜛研究 
 

日
䝠

ୗ
䝀

⏣
䝍

 淳
䜰䝒䝅

 
ᑠ山工業高等専門学校 助教 

100 

群馬県 
表面微細周期構造形成䛻䜘䜛ᨺ射線検出

用蛍ග体䛾高性能໬  
୕
䝭

浦
ウ䝷

 健
䜿ン

太
䝍

 
群馬大学 大学院理工学府准教授 

100 

埼玉県 
䝫䝸䝬䞊ᮦ料中䛻䛚け䜛䜹䞊䝪ン䝗䝑䝖䛾䝯

䜹䝜䜽䝻䝭䝈䝮機能᥈索  
ᕝ

䜹ワ

ᮧ
䝮䝷

 隆
䝸䝳ウ

୕
䝌ウ

 
埼玉大学 大学院理工学研究科助教 

100 

千葉県 
層状複ྜ䜰䝙䜸ン໬ྜ物䛻䛚け䜛特異䛺

䜲ン䝍䞊䜹䝺䞊䝅䝵ン機構䛾解明  
矢
䝲

島
䝆䝬

 健
䝍䜿䝅

 
東ி大学 物性研究所助教 

100 

東ி都 
磁性錯体䛻䛚け䜛新規䛺多自⏤度䜽䝻䝇

䜸䞊䝞䞊現象䛾創出䛸設計指針䛾確立  
岡

䜸䜹

林
䝞䝲䝅

 潤
䝆䝳ン

 
東ி大学 大学院理学系研究科准教授 

100 

東ி都 
熱輸送䝁䝻䜲䝗䛾固液界面近傍䛻䛚け䜛

電気㐠動学的挙動䛜伝熱特性䛻及ぼ䛩

影響䛾解明 
 白

䝅䝷

井
䜲

 克
䜹䝒

明
䜰䜻

 
芝浦工業大学 工学部准教授 

100 

神奈ᕝ県 
自励振動䝠䞊䝖䝟䜲䝥䛻䛚け䜛液柱往᚟振

動䛻伴い流路ෆ䛻形成さ䜜䜛液膜䛻関䛩

䜛研究 
 ୕

䝭

浦
ウ䝷

 正
䝬䝃

義
䝶䝅

 
神奈ᕝ大学 工学部特別助教 

150 

富山県 
人工知能ᢏ術䛸生体཯応計測ᢏ術䜢活用

䛧た学習型騒音䞉振動制御ᢏ術䛾研究 
 寺

䝔䝷

島
䝅䝬

 修
䜸䝃䝮

 
富山県立大学 工学部講師 

100 

山梨県 
橋梁支ᢎ部付近䛾回転振動特性䛻着目䛧

た減衰特性䛚䜘䜃健全度評価方法䛾提案 
 竹

䝍䜿

谷
䝲

 ᫭
䝁ウ

一
䜲䝏

 
山梨大学 大学院総ྜ研究部助教 

100 

岐阜県 
超高延伸性䛸強靭性䜢両立させた自己修

᚟性エ䝷䝇䝖䝬䞊 
 ୕

䝭

輪
ワ

 洋
䝶ウ

ᖹ
䝦䜲

 
岐阜大学 工学部准教授 

100 

愛知県 
䝆䝳䞊䝹熱䜢利用䛧た革新的䜲ン䝎䜽䝍開

発  
⏣
䝍

辺
䝘䝧

 賢
䜿ン

士
䝆

 
ྡྂ屋大学 大学院理学研究科助教 

100 
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地域 研 究 㢟 目  
ᚠ環/省資

源䠖  
研 究 代 表 者  

助成金㢠

䠄୓෇䠅 

ி都府 
選択的殺菌作用䜢䜒䛴䝬䜲䜽䝻構造体䛾

開発  

袴
䝝䜹䝬

⏣
䝎

 昌
䝬䝃

高
䝍䜹

 
ி都大学 

大学院エ䝛䝹䜼䞊科学研究科准教授 

100 

大阪府 
䝩䝇䝖䠉䝀䝇䝖相互作用䜢利用䛧た強靭性

䜲䜸ン伝ᑟ䝀䝹䛾作製  
ᑠ
䝁

林
䝞䝲䝅

 裕
䝴ウ

一
䜲䝏

郎
䝻ウ

 
大阪大学理学研究科特任助教 

100 

大阪府 
室温᭷機磁石䛾実現䛻向けた形状設計型

䝷䝆䜹䝹䛻䜘䜛磁性体䝕䝄䜲ン 
 

山
䝲䝬

ཱྀ
䜾䝏

 博
䝠䝻

則
䝜䝸

 
大阪府立大学 

大学院理学系研究科准教授 

100 

大阪府 
䝺䝗䝑䜽䝇䝣䝻䞊電池䛾充ᨺ電性能最大໬

䜢目的䛸䛧た構造最適໬ 
 矢

䝲

地
䝆

 謙
䜿ン

太
䝍

郎
䝻ウ

 
大阪大学 大学院工学研究科助教 

100 

大阪府 
高性能分離膜応用䜢目指䛧た多孔性分子

䝘䝜䝅䞊䝖䛾液相䝪䝖䝮䜰䝑䝥創製  
牧

䝬䜻

浦
ウ䝷

 理
䝸

恵
エ

 
大阪府立大学 大学院工学研究科准教授 

100 

奈良県 
᭷機/無機界面䜢᭷䛩䜛極ప電ᅽ駆動䝣䝺

䜻䝅䝤䝹䝖䝷ン䝆䝇䝍䛾安定໬ 
 

藤
䝣䝆

井
䜲

 茉
䝬

美
䝭

 
奈良ඛ端科学ᢏ術大学院大学 

物質創成科学研究科助教 

100 

広島県 
䝣䝺䜻䝅䝤䝹基ᯈୖ䛷䛾高機能䝕䝞䜲䝇

実現䛻向けたప温䝥䝻䝉䝇ᢏ術䛾開発  
酒

䝃䜹

池
䜲䜿

 耕
䝁ウ

ᖹ
䝦䜲

 
広島商船高等専門学校 准教授 

150 

広島県 
఩相䝎䜲䝘䝭䜽䝇䛻基䛵く固定䛚䜘䜃振動

物体䛛䜙䛾渦剥離䛾解析䛚䜘䜃制御  
飯
䜲䜲

間
䝬

 信
䝬䝁䝖

 
広島大学 大学院理学研究科准教授 

100 

徳島県 
䝕䝳䜰䝹ග䝁䝮䞉䝡䞊䝖䜢用いた䝇䜻䝱ン䝺

䝇䞉䝣䝹䝣䜱䞊䝹䝗共焦点蛍ග顕微鏡䛾開

発 
 

水
䝭䝈

㔝
䝜

 孝
䝍䜹

彦
䝠䝁

 
徳島大学 大学院社会産業理工学研究部 

特任研究員 

100 

香ᕝ県 
ప䝁䝠䞊䝺ン䝇䝕䜱䝆䝍䝹䝩䝻䜾䝷䝣䜱䜢用

いた䝬䝹䝏䜹䝷䞊3 次元形状計測機構䛻

関䛩䜛研究 
 

森
䝰䝸

 裕
䝴䝍䜹

 
香ᕝ大学 工学部助教 

150 

福岡県 
電気஧㔜層䝖䝷ン䝆䝇䝍䜢利用䛧たග誘起

近藤効果䛾普遍性䛾研究  
໭

䜻䝍

ᕝ
䜺ワ

 ஧
䝆

郎
䝻ウ

 
福岡工業大学 工学部教授 

100 

福岡県 
階層的多孔構造䜢᭷䛩䜛䝦䝔䝻原子䝗䞊

䝥䜹䞊䝪ン電極䛾開発 
 長

䝝

谷
䝉

ᕝ
䜺ワ

 ୔
䝆䝵ウ

஧
䝆

 
九ᕞ大学 大学院工学研究院助教 

100 

福岡県 㔞子構造໬さ䜜た高分子䝭䝉䝹䛾構築 
 

藤
䝣䝆

井
䜲

 翔
䝅䝵ウ

太
䝍

 
໭九ᕞ市立大学 

国㝿環境工学部特任研究員 

100 

福岡県 
䝘䝜䝢䝷䞊型磁性細線䜢利用䛧た大容㔞୕

次元磁壁移動型細線䝯䝰䝸䛾実現䛾試䜏  

黒
䜽䝻

ᕝ
䜹ワ

雄
䝴ウ

 一
䜲䝏

郎
䝻ウ

 
九ᕞ大学  

大学院䝅䝇䝔䝮情報科学研究院助教 

100 

鹿児島県 
䝅䝳䞊䝬ン共鳴䜢用いた太陽䝣䝺䜰䛾特定

及䜃地球へ䛾影響調査䛻関䛩䜛研究  
池

䜲䜿

⏣
䝎

 昭
䜰䜻

大
䝠䝻

 
鹿児島工業高等専門学校 一般教育科講師 

100 

助成件数 科学ᢏ術振興関係 31 件 
 

助成金総ྜ計 3,300 

 
  



㻠 

 

䛂䝬䝒䝎研究助成奨励賞䛃䠄科学ᢏ術振興関係䠅一覧 

分㔝 研究㢟目䛚䜘䜃選考理⏤ 研 究 代 表 者 

機械 
自励振動䝠䞊䝖䝟䜲䝥䛻䛚け䜛液柱往᚟振動䛻伴

い流路ෆ䛻形成さ䜜䜛液膜䛻関䛩䜛研究 
୕
䝭

浦
ウ䝷

 正
䝬䝃

義
䝶䝅

 
神奈ᕝ大学 工学部特別助教 

選考理⏤ 

高効率䛺次世代熱輸送䝕䝞䜲䝇䛸䛧䛶注目さ䜜䜛自励振動䝠䞊䝖䝟䜲䝥䛾熱輸送性能䛿䚸 流路ෆ壁䛻

形成さ䜜䜛液膜䛾影響䜢ཷけ䜛䛜そ䛾挙動䛿十分䛻解明さ䜜䛶い䛺い䚹 
本研究䛿䚸液膜挙動䛾詳細䛺可視໬䜔定㔞計測䜢行い䚸そ䜜䛻基䛵い䛶高精度䛺液膜䝰䝕䝹䜢構築䛩

䜛䜒䛾䛷䚸熱輸送性能䛾正確䛺予測䛜期待䛷䛝䜛䚹自励振動䝠䞊䝖䝟䜲䝥䛾実用໬䛻向け大䛝䛺㈉献䛜

可能䛺優䜜た研究ෆ容䛻対䛧䛶奨励賞䜢贈呈䛩䜛䚹 

電子䞉情報 
ప䝁䝠䞊䝺ン䝇䝕䜱䝆䝍䝹䝩䝻䜾䝷䝣䜱䜢用いた䝬䝹

䝏䜹䝷䞊3 次元形状計測機構䛻関䛩䜛研究 
森
䝰䝸

 裕
䝴䝍䜹

 
香ᕝ大学 工学部助教 

選考理⏤ 

本研究䛿䚸ప䝁䝠䞊䝺ン䝇䝕䜱䝆䝍䝹䝩䝻䜾䝷䝣䜱䛻䛚い䛶䚸3 次元物体形状計測䛾䝣䝹䜹䝷䞊໬䚸䛚䜘䜃

計測䛾高解像度໬䞉高㏿໬䛻䜘䜛䝇䝨䜽䝖䝹特性䚸཯射ග強度特性䛾ྠ᫬計測ᢏ術䜢提案䛩䜛䜒䛾䛷あ

䜛䚹 こ䜜䛻䜘䛳䛶䚸非破壊䞉非接触䞉非接触䞉非侵襲䛺䝣䝹䜹䝷䞊3 次元物体形状計測手法䛜実現䛷䛝䚸

産業分㔝䚸医療分㔝䚸農業分㔝䛺䛹幅広い分㔝へ䛾応用䛜期待䛷䛝䜛䚹そ䛾ඛ進的䚸且䛴発展性䛾高

い研究ෆ容䛻対䛧䛶䚸奨励賞䜢贈呈䛩䜛䚹 

໬学系ᮦ料 
鎖䛾撚䜚あわせ䛻䜘䜚可逆䛻剛直性䛜変໬䛩䜛機

能性䝘䝜䝅䞊䝖䛾開発 
ᯇ

䝬䝒

岡
䜸䜹

 亮
䝸䝵ウ

太
䝍

  
筑波大学 数理物質系助教 

選考理⏤ 

単分子䝺䝧䝹䛾薄さ䛷あ䜚䛺䛜䜙魅力的䛺機能䜢持䛴䝘䝜䝅䞊䝖䛿䚸省資源໬䚸製品䛾ᑠ型໬䛾観点䛛

䜙次世代ᮦ料䛸䛧䛶注目䜢集䜑䛶い䜛䚹本研究䛿୕㔜䛻束䛽た分子鎖䝴䝙䝑䝖䛾撚䜚ྜわせ䛻䜘䜚可逆

䛻剛直性䞉機能䛜変໬䛩䜛多機能性䝘䝜䝅䞊䝖䜢創製䛩䜛䜒䛾䛷あ䜚䚸୕㔜鎖䛿金属䜲䜸ン䛾添加䛻䜘䜚

䛽䛨䜜䚸䝘䝜䝅䞊䝖骨格䛾剛直性䜢変໬させ䜛䛸いう点䛻独創性䛚䜘䜃新規性䛜あ䜛䚹今ᚋ䛾研究成果䛜

大い䛻期待䛷䛝䚸そ䛾優䜜た研究ෆ容䛻対䛧䛶奨励賞䜢贈呈䛩䜛䚹 

物理系ᮦ料 
䝣䝺䜻䝅䝤䝹基ᯈୖ䛷䛾高機能䝕䝞䜲䝇実現䛻向

けたప温䝥䝻䝉䝇ᢏ術䛾開発 
酒

䝃䜹

池
䜲䜿

 耕
䝁ウ

ᖹ
䝦䜲

 
広島商船高等専門学校 准教授 

選考理⏤ 

本研究提案䛾ప温転写ᢏ術䛿䚸既存ᢏ術䛾延長䛷䛿䛺く䚸世界䛷実施஦例䛾䛺い革新的䛺研究䛷あ䜚䚸

こ䜜䜎䛷䛾研究成果䜢踏䜎えᢏ術課㢟䚸研究計画䛜明確䛷 実現性䛜非常䛻高い䛸予想さ䜜䜛䚹 
本研究䛾応用ඛ䛸䛧䛶䚸生体情報䜢高い精度䛷཰集䛷䛝䜛䝕䝞䜲䝇䛾実現䚸高度䛺医療ᢏ術へ䛾展開䛜

期待䛷䛝䚸日本発䚸広島発䛾革新的䛺ᢏ術䛾実現䛻䜐け䚸そ䛾優䜜た研究ෆ容䛻対䛧䛶奨励賞䜢贈呈

䛩䜛䚹 

 計 4 件 
 

 
  



㻡 

䛆青少ᖺ健全育成関係䛇 

地域 研 究 㢟 目  研 究 代 表 者  
助成金㢠

䠄୓෇䠅 

宮城県 
東日本大震災ᚋ䛾被災地䛻䛚け䜛子䛹䜒䛾心

身状態䛻関䛩䜛研究 
柴

䝅䝞

⏣
䝍

 理
䝭䝏

瑛
䜰䜻

 
東໭福祉大学 総ྜ福祉学部助教 

85 

東ி都 
特別䛺配慮䜢要䛩䜛子䛹䜒䛻対䛩䜛周囲䛾児

童生ᚐ䛾ཷ容度䛾実態調査䛸ཷ容度䜢高䜑䜛

教育䝥䝻䜾䝷䝮䛾開発 

遠 藤
エン䝗ウ

 㔝
䝜

ゆ䜚
䝴䝸

 
法ᨻ大学 䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン学部准教授 

70 

静岡県 
幼少期䛻䛚け䜛動く䛚䜒ち䜓䜒䛾䛵く䜚䞉㐟䜃䞉

学䜃䛻䜘䜛自己肯定感䛾育成 
ᯇ

䝬䝒

永
䝘䜺

 泰
䝲䝇

弘
䝠䝻

 
静岡大学 教育学部教授 

70 

大阪府 
ᨺ射線教育䜢中心䛸䛧た総ྜ的理科教育教ᮦ

䛾創出 
秋

䜰䜻

ྜྷ
䝶䝅

 優
䝬䝃

史
䝣䝭

 
大阪府立大学大学院 工学研究科准教授 

50 

鹿児島県 

青少ᖺ䛜䛴く䜛䛂ふ䜛さ䛸䛾䜎䛴䜚䛃伝統芸能継

ᢎ活動䛸地域文໬創造 
䠉地域䛻く䜙䛩子䛹䜒䞉若者組織䛾䛂学䜃䛾䝥䝻

䝉䝇䛃䛻関䛩䜛研究䠉 

池
䜲䜿

水
䝭䝈

 聖
䝉䜲

子
䝁

 
一般㈈団法人鹿児島県青ᖺ会館 

青ᖺ問㢟研究所஦務局長 

45 

鹿児島県 
被災䛧た㞀害児䛸そ䛾家族䛾支援䝪䝷ン䝔䜱䜰

䛾養成䛾た䜑䛾䝥䝻䜾䝷䝮開発䛾研究 
肥
䝡

ᚋ
䝂

 祥
䝅䝵ウ

治
䝆

 
鹿児島大学 教育学部教授 

80 

助成件数 青少ᖺ健全育成関係 6 件 助成金総ྜ計 400 

 


